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半島地形の里山里海に

根ざした生業とくらし

そこから醸成された濃密な文化が

広く離散的に存在し

高齢化とともに

どんどん人が減っている地域

改めて 能登半島とは

持続可能で強靱な「○○のあり方」をつくる
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持続可能かつ強靱な「居住地域のあり方」

個性ある集落群が自律分散

既成市街地もとに
いくつかの都市核を形成

能登空港周辺を核とする奥能登圏
例)統合病院

例)小学校統廃合

↑
オフグリッドが
効いてくるはず！

三層が重なる圏域構成
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オフグリッド集落とは

水：地下水、雨水、
海水の飲料化

汚水処理：
微生物浄化

通信：
衛星・成層圏
通信システム

蓄電

風力

エネルギー

太陽光

水素
地熱

発電・蓄電システム
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